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令和３年１０月１日 

 

関西福祉大学 公的研究費使用に係る不正防止計画 

 

１．方 針 

本学は、平成19 年2 月15 日（令和３年２月１日改正)文部科学大臣決定による「研究機

関における公的研究費の管理・監査のガイドライン(実施基準)」に基づき、公的研究費(競

争的研究資金の執行・管理に関する規程第１条に定義する競争的資金等)の不正使用を防止

するため「不正防止計画」を策定し、同計画を効果的及び計画的に実施することにより、

適正かつ効率的な運営及び体制に努める。 

２．実施内容 

(１) 研究者に対しての実施 

① 「確認書(誓約書)」の提出 

研究費を執行する研究者には、公金を使用する責任の重大さと研究者倫理・コンプライア

ンスを自覚させ、関係ルールを遵守する旨の「誓約書」の提出させ、意識の向上を図る。

② 公的研究費の適正な執行 

研究者には、本学規程・取扱ルール及び委託元の事務処理要領等を遵守させ、公的研究費

の適正な執行に努める。 

(２) 組織(機関)として実施 

① 機関内の責任体系の明確化 

最高管理責任者(学長)、統括管理責任者(事務局長)の下、コンプライアンス推進責任者(研

究者が所属する部局の長)は、研究活動上の運営・管理のみならずコンプライアンス教育・

啓発活動に努める。 

② 関係諸規程の見直し 

公的研究費を取扱うルールと研究現場の実態とが乖離していないか常時確認し、現行規程

の見直しを行うとともに、必要に応じ新たな規程・ルールの制定を行う。 

③ 教職員への研修会・説明会等の実施 

研究者及び事務職員に対し、コンプライアンス教育をはじめ本学規程・ルールのより適正

な理解及び公的研究費に関するルールの周知徹底と啓発を図るため、説明会及びe ラーニ

ング等学習の機会を提供し、全学的な意識向上を図る。 

④ モニタリング及び理解度調査の実施 

研究者及び公的研究費を扱う事務職員に対し、経費の運営・管理執行モニタリングやコン

プライアンス教育受講管理及び理解度調査等(テスト)を実施し実態把握に努める。 

⑤ 科研費執行マニュアルの作成 

「科研費執行マニュアル」を作成し、研究者及び担当事務職員へ執行処理の統一化及び可

視化を図る。 
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⑥ 適正な執行管理活動 

各学部等の協力を得て、経費の適正かつ効率的な執行状況を把握するとともに、本学規

程・取扱ルール及び委託先の事務処理要領等を遵守し公的研究費の適正な執行管理に努め

る。 

⑦ 外部研修会等への参加 

相談窓口事務職員には、適切な指示等ができるよう積極的に学外各種の研修会・講習会・

説明会等に参加させ、的確な情報を得るとともに事務処理能力と専門性の向上を図る。 

⑧ ホームページ等による学内外への公表 

公的研究費の不正防止に係る関連規程・方針等は、ホームページ等により学内外に公表し

周知を図る。 

⑨ 内部監査の強化 

内部監査チームは、書面による定期的な監査の他、適宜、リスクアプローチ監査も考慮し

て各研究現場に赴き、実地監査を行う。 

３．不正防止計画の推進 

不正防止計画を全学的に推進する組織は、外部資金獲得推進委員会が担い、各部署におけ

る実施責任者であるコンプライアンス推進責任者(学部長・所長等)と調整及び連携のう

え、全学的業務を掌握し、必要に応じて見直すことにより、これらを常に適切なものに保

つこととする。 

 


